
  
 

当世新ＪＩＳ机椅子事情 
ご承知のように、今年度から新ＪＩＳ規格の机椅子の更新が始まりました。今年度は次の 6 校が該

当になり、今まで使っていた旧ＪＩＳ机椅子の搬出と新ＪＩＳの搬入が、夏休みに行われました。 

青潮小（920），白鴎小（660），大久喜小（100），高館小（320），北稜中（425）， 

市川中（470）,南浜中（105）,  計 3,000 セット  単価１セット＠10,290 円 

現在、学校から搬出された机椅子2,800セットは、市川町の水産加工団地倉庫に保管されています。

各学校から搬出する際、まだ使えるものと使えないものに仕分けする時間がなかったため、今、さか

んに運送業者による仕分け作業が行なわれています。（当

初は事務支援室が分別作業を買って出たのですが、あま

りの数の多さに断念したのでした） 

先日、作業中の倉庫に行ってきましたが、作業の進捗

状況は 8 割程度、その日も”屈強な男性” 3 人が黙々と作

業に当たっていました。最終的に使えるもの（＝各学校

に配置換えの形で使ってもらうもの）が約 1,000 脚、残

りの 2,000 脚近くは廃棄処分となるそうです…業者の

方はかなり厳しい目で選別していました。（もったいない

なあ～） 

 

そのうらには数々のエピソードが… 

その 1…青潮小学校に運搬する際、10ｔトラックが青潮小学校に入る角を曲がれず立ち往生。結局

○○水産の駐車場まで数百ｍをバックで戻り、２ｔトラックに積み替えて運んだ。 

その２…市川中学校。前日打ち合わせに行ったにもかかわらず、体育館渡り廊下の下をトラックが

通れず、搬入場所を体育館に、搬出を給食搬入口からに急遽変更し運び直した。 

その３…各学校から運び出した机椅子、当初は別の倉庫に保管していたが、借用期限が切れて今の

倉庫に大移動した。（なかなか開いている倉庫を見つけられず、苦労したそうです） 

来年度からは… 

今年度は初年度のため、手順にいろいろと不都合なことがあったようです。来年度からは段取りをき

ちんと考え、学校からの搬出時には分別の上、運べるような方策が必要だと感じました。 
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サバ缶と同居してます 

教室がとっても明るくなりました。 

私が座っても

楽々、 

いい感じ～ 



☆☆☆全全全事事事研研研山山山口口口大大大会会会報報報告告告…船橋補佐シンポジストを務める 
去る 8 月 6 日から 8 月 8 日まで、山口県萩市において第 35 回全国公立小中学校事務研究大会が

開催されました。1 日目の全体研究会シンポジウムに本支援室の

船橋補佐がシンポジストとして参加し、八戸市小中学校事務支援

室設置の経緯や現状、青森県の共同実施の課題などについて、話

題提供をしました。 

シンポジウム～「これからの共同実施を考える」 

《シンポジスト》 

○姫路工業大学 環境人間学部 教授 清原正義 氏 

○宮崎県教育庁 教職員課給与係 係長 日渡円 氏 

○青森県八戸市立八戸小学校 事務主幹 船橋敏昭 

《要旨》 

船橋： 青森県で共同実施を進めるためには、加配という新たなエネルギーが必要だった。平成 12

年度 1 名の加配が八戸市立白山台小学校へ配置され、青森県の共同実施はスタートした。3 年

間の研究の結果考え出されたものが、都市部における学校事務支援室の設置だった。八戸市は、

今後予想される市町村合併、教育事務所の統廃合等を考えたとき、八戸市全域を巨大な１つの

ブロックと考え、そこに 5 人を集中配置した。 

共同実施を成功させるには、当事者である事務職員ひとりひとりが職務に対して真摯な意識を

持ち、調和と改革の精神を共有することが大切だと思う。事務支援室は、その中で「共同実施

の縁の下の力持ち」として、時代のニーズにあった事務の共同実施の方向性を探求することに

最善を尽くしていきたい。 

日渡： 宮崎県では、市町村教委主導で 44 市町村中 36 市町村で共同実施が行われていて、その一

部に加配が措置されている。共同実施の業務の中で、手当の認定権や学校予算編成などを取り

扱い、学校事務の職の確立に取り組んでいる。 

今までは共同実施そのものにばかり目が向けられてきたが、公務員制度改革を間近に控え、他

からの評価に耐えうる職種にならなければならない。職務を見直し、複雑化する学校において

真に存在感のある職をめざすことが必要である。 

清原： 学校の自主性・自立性を求める動きが必要である。共同実施の今後の課題として、①変化に

対応した新しいスタイルが必要 ②目的を明確にする（教育   シンポジストの清原正義氏は、 

サービスをどうするか、長期的な展望が必要） ③組織体制    県大会の記念講演講師、 

の整備（協議会組織の必要性） ④成果を検証し評価する。      第３分科会助言者です。 

Ｈ.15 年度 グ ル ー プ 定 例 会 議 日 程 一 覧 

 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

八戸西Ａ 5，8 4，11 16，23 6，20 4，11 15，27 12，24 4 

八戸西Ｂ 8 9，22 7，21 5，20 4，15 6，22 3，17 4 

八戸北Ａ 22 9，25 7，23 6，20 2，16 8，22 3，24 9 

八戸北Ｂ 22 4，18 9，23 6，27 4，16 8，27 5，24 4 

八戸東Ａ 19，28 9，16 9，23 6，20 4，16 8，22 3，17 4，23 

八戸東Ｂ 26 9，19 7，23 6，20 9，24 15，27 10，24 9 

八戸東Ｃ 25 4，17 9，23 11，27 9，18 6，27 3，19 2，9 

八戸東Ｄ 21 9，25 9，23 6，27 11，25 8，22 12，24 11，25 

八戸南Ａ 28 9，26 9，23 5，20 2，18 8，22 3，19 2，9 

八戸南Ｂ 8 9，17 9，23 6，27 4，25 7，29 10，19 4 

八戸南Ｃ 7，28 11，25 9，23 13，27 4，18 8，22 12，26 4，11 

 


